
岸田文雄首相は米の需給

対策を巡り、「新型コロナに

よる需要減に対応する15万

㌧の特別枠を新たに設け、

飲食店や子ども食堂などに

販売・供給する」と表明。産

地の長期計画的な販売を

支援する「米穀周年供給・

需要拡大支援事業」に申請

済みの20年産米37万㌧のう

ち、15万㌧を特別枠として

支援。保管料を全額助成す

る方針です。（10/12付1面）

生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞

の読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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農水省が発表した2021年産米の

作付面積と予想収穫量によると（9

月25日現在）、主食用米の作付

面積は130万3,000㌶の前年比

4.6％減。全国の作況指数は100

今週の記念日
★10月１５～21日
「新聞週間」
日本新聞協会

が毎年10月、報
道の使命と責任
に対する自覚を
新たにし、報道の
役割を広く理解を
求める機会として
定めています 。
ネット情報が氾濫
する中、裏付けに
基づいた発信、現
場視点に立った
情報が求められ
ています。 10月
17日は「新聞配
達の日」 「新聞少
年の日」、１５日は
「新聞広告の日」
として新聞広告賞
など表彰します。
春の新聞週間は4
月6日から１週間。

「平年並み」の700万2,000㌧で、

適正生産量を１％上回りました。

北海道は108の「良」、東北は102

の「やや良」と豊作傾向で、西日

本は不作でした。（10/13付１面）
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日本農業新聞 東北支所 （秋田・宮城県普及担当） 高橋 完
待ちに待った新米の季節がやって来ました。先日、担当県内ＪＡの直売所で新米「ひと
めぼれ」を購入しました。地元産タマネギを贅沢に使ったレトルトカレーも買い、早速堪
能しました。精米したての秋の実りの香りが炊飯中から漂い、食欲をそそります。もう少
しすると新酒も出回りますね。微力ながら米消費拡大に貢献できるよう頑張ります！

第２次安倍政権が発足して以来、

矢継ぎ早に出された農業政策。農

林水産物の輸出に関する戦略や加

工・業務用野菜の出荷量は、達成

のめどが立たず、進捗管理が不十

分なことが本紙調査で分かりました。

農水省OBの新潟食料農業大学の

武本俊彦教授は「政策は２、３年で

検証して見直すのが普通。目先をこ

ろころ変えてきたのが、安倍政権以

降の特徴だ」。 （10/12付１面）

衆議院が解散され、選挙戦に入りま

した。新型コロナ対策や格差是正な

どの経済対策が争点。主食用米の

需給緩和対策や安倍・菅政権によ

る官邸主導型の農政をどう総括す

るかも問われます。19日公示、31日

投開票の日程。 （10/15付１面）

農水省は農福
連携の情報発
信を担う「ノウフ
ク ア ン バ サ
ダー」を創設し、
人気グループ
TOKIOの城島
茂さんを任命。

城島さんは政府
の農福連携等
推進会議に参
加する有識者。

（10/15付15面）


